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を
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白
馬
村
の
概
要

白
馬
村
は
、
長
野
県
北
西
部
に
位
置
す

る
北き

た

安あ

曇づ
み

郡
の
村
で
あ
り
、
神
城
村
と
北

城
村
が
１
９
５
６
年
（
昭
和
31
年
）
に
合

併
し
て
誕
生
し
た
村
で
あ
る
。
標
高
約

７
０
０ｍ
の
高
地
に
あ
る
盆
地
で
あ
り
、白

馬
三
山
と
呼
ば
れ
る
白
馬
岳
、杓
子
岳
、白

馬
鑓
ケ
岳
を
は
じ
め
と
し
た
約
２
９
０
０

ｍ
級
の
白
馬
連
峰
が
盆
地
西
側
に
そ
び
え

立
っ
て
い
る（
写
真
１
）。
村
域
の
一
部
は
、

中
部
山
岳
国
立
公
園（
１
９
３
４
年
12
月
）

に
も
指
定
さ
れ
て
お
り
、全
国
的
に
見
て
も

そ
の
自
然
環
境
は
優
れ
て
い
る
と
言
え
る
。

首
都
圏
、
中
部
圏
、
関
西
圏
の
三
大

都
市
圏
か
ら
の
交
通
ア
ク
セ
ス
は
複
数
確

保
さ
れ
て
お
り
、
地
理
的
条
件
に
も
恵
ま

れ
て
い
る（
図
１
）。
例
え
ば
、
東
京
か
ら

は
、
北
陸
新
幹
線
と
高
速
バ
ス
を
乗
り
継

ぎ
約
２
時
間
40
分
で
来
訪
可
能
で
あ
る
。

自
動
車
で
あ
れ
ば
東
京
か
ら
中
央
自
動
車

道
・
長
野
自
動
車
道
経
由
、
関
越
自
動
車

道
・
上
信
越
自
動
車
道
経
由
の
２
ル
ー
ト

が
あ
り
、
い
ず
れ
も
３
時
間
30
分
程
度
と

な
る
。
良
好
な
地
理
的
条
件
を
背
景
に
、

現
在
、登
山
や
ス
キ
ー
の
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し

て
多
く
の
観
光
客
が
来
訪
し
て
い
る
。

白
馬
村
観
光
の
歴
史

観
光
地
と
し
て
の
発
展
の
経
緯

農
村
集
落
と
し
て
長
い
歴
史
を
歩
ん
で

き
た
白
馬
村
が
、我
が
国
を
代
表
す
る
観

光
地
と
し
て
認
識
さ
れ
る
ま
で
に
は
、
登

山
、
民
宿
、
ス
キ
ー
、
交
通
機
関
の
整
備

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
発
展
の
経
緯
が
あ
っ
た
。

例
え
ば
、
登
山
に
関
し
て
は
、
明
治
時
代

に
白
馬
岳
に
登
っ
た
登
山
家
や
研
究
者
が

高
山
植
物
の
宝
庫
と
広
く
紹
介
し
た
こ
と

で
、
そ
の
名
が
全
国
に
知
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
登
山
者
は
年
を
追
っ
て
増
加
し
、

１
９
０
７
年
（
明
治
40
年
）
に
は
山
頂
に

山
小
屋
も
設
置
さ
れ
る
な
ど
、
こ
の
時
期

に
白
馬
観
光
の
基
礎
が
築
か
れ
た（
注
１
）。

ま
た
、明
治
時
代
末
に
日
本
に
伝
え
ら

れ
た
ス
キ
ー
は
、
大
正
時
代
に
な
る
と
白

馬
山
麓
に
も
普
及
し
、
山
岳
ス
キ
ー
場
と

図１ 白馬村の位置

写真１ 里からの白馬連峰（出典：白馬村役場提供）
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し
て
、
学
生
や
山
岳
家
に
認
知
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
細
野
集
落
（
現
八
方
）
で

は
、
住
民
が
ガ
イ
ド
と
し
て
白
馬
登
山
に

同
行
し
た
り
、
登
山
者
が
ガ
イ
ド
の
家
に

宿
泊
す
る
よ
う
に
な
り
、
こ
の
時
期
に
日

本
の
民
宿
発
祥
の
地
と
し
て
の
歩
み
を
始

め
る
よ
う
に
な
っ
た（
注
２
）。

戦
後
、
ス
キ
ー
が
大
衆
化
し
て
い
く
中

で
、
白
馬
村
で
は
１
９
５
０
年
代
に
ス
キ

ー
場
に
リ
フ
ト
が
架
設
さ
れ
た
。
以
降

数
々
の
観
光
開
発 

― 

ス
キ
ー
場
の
開
発
、

ペ
ン
シ
ョ
ン
・
民
宿
の
開
業
、別
荘
地
な
ど

の
開
発
が
行
わ
れ
、
白
馬
村
は
飛
躍
的
な

発
展
を
遂
げ
て
い
っ
た
。ス
キ
ー
場
は
、村

内
だ
け
で
最
大
７
つ
の
施
設
が
整
備
。
宿

泊
施
設
は
、１
９
５
２
年（
昭
和
27
年
）に

１
９
３
軒
だ
っ
た
の
が
、１
９
８
５
年
（
昭

和
60
年
）
に
は
７
８
３
軒
ま
で
増
加
。
地

域
内
外
か
ら
の
開
発
に
よ
り
、
白
馬
村
で

は
供
給
施
設
が
大
幅
に
増
加
し
て
い
っ
た
。

観
光
客
の
推
移
と
白
馬
村
の
観
光
振
興

こ
う
し
た
村
の
観
光
開
発
と
相
ま
っ
て
、

観
光
客
数
も
順
調
に
増
加
し
て
い
っ
た
。

し
か
し
、
１
９
９
０
年
代
前
半
を
ピ
ー
ク

に
そ
の
後
は
減
少
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

白
馬
村
の
資
料
に
よ
る
と
、
観
光
客
数 

き
る
環
境
共
生
型
リ
ゾ
ー
ト
」
を
掲
げ
た
。

計
画
策
定
後
に
は
、
実
現
に
向
け
て
推

進
体
制
を
段
階
的
に
整
備
す
る
な
ど
組
織

改
革
に
力
を
入
れ
た
。
有
限
責
任
中
間
法

人
を
経
て
、
一
般
社
団
法
人
白
馬
村
観
光

局
を
設
立
し
事
業
を
推
進
し
て
き
た
が
、

国
内
観
光
客
、
特
に
大
幅
に
減
少
し
た
ス

キ
ー
客
の
回
復
は
非
常
に
困
難
を
極
め
て

い
る
。
観
光
の
発
展
期
や
最
盛
期
に
、
あ

る
い
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
に
合
わ
せ
て

設
備
投
資
し
た
施
設
で
は
、
厳
し
い
経
営

状
態
が
続
き
、
い
く
つ
か
の
施
設
は
閉
業

や
廃
業
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

外
国
人
観
光
客
の
来
訪

こ
う
し
た
状
況
が
続
く
一
方
で
、そ
の
雪

質
の
良
さ
な
ど
か
ら
ス
キ
ー
場
が
海
外
か

ら
注
目
さ
れ
は
じ
め
た
。
白
馬
村
を
訪
れ

る
外
国
人
観
光
客
は
こ
の
10
年
間
で
大
幅

に
伸
び
て
お
り
、白
馬
村
の
デ
ー
タ
に
よ
る

と
外
国
人
延
べ
宿
泊
者
数
は
、
２
０
０
４

年（
平
成
16
年
）の
約
１
万
人
か
ら

２
０
１
４
年
（
平
成
26
年
）
の
約
７
万 

７
千
人
へ
と
増
加
し
て
い
る（
注
３
）（
図
３
）。

そ
の
中
心
層
も
ア
ジ
ア
圏
か
ら
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
へ
と
大
き
く
移
行
、
１
週
間
か
ら

10
日
間
程
度
の
長
期
滞
在
が
多
い
こ
と
も

観光文化230号 July 2016

（
合
計
）
は
、
１
９
９
２
年
（
平
成
４
年
）

に
は
３
８
７
万
人
に
ま
で
達
し
た
が
、

２
０
１
０
年
（
平
成
22
年
）
に
は
２
１
６ 

万
人
ま
で
減
少
。
２
０
１
１
年
（
平
成
23

年
）
以
降
に
微
増
し
た
も
の
の
、
依
然
と

し
て
２
５
０
万
人
を
下
回
っ
た
状
態
に
あ

る（
図
２
）。
目
的
別
に
見
る
と
、ス
キ
ー
は
、

１
９
９
１
年（
平
成
３
年
）に
２
７
９
万
人

で
ピ
ー
ク
を
迎
え
た
後
、
減
少
傾
向
に
あ

り
、
２
０
１
３
年
（
平
成
25
年
）
に
は
、

１
０
２
万
人
と
最
盛
期
に
比
べ
て
１
７
０ 

万
人
も
少
な
い
状
況
に
あ
る
。１
９
９
８

年
（
平
成
10
年
）
の
長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

開
催
を
契
機
と
し
て
国
際
規
格
の
ス
ポ
ー

ツ
施
設
が
整
備
さ
れ
た
他
、
高
速
交
通
網

を
は
じ
め
と
す
る
イ
ン
フ
ラ
整
備
も
進
ん

だ
が
、
そ
の
後
も
ス
キ
ー
目
的
の
観
光
客

は
減
少
し
続
け
た
。

こ
う
し
た
状
況
に
対
し
、
白
馬
村
で
は
、

官
民
の
メ
ン
バ
ー
で
構
成
さ
れ
る
「
白
馬

21
観
光
振
興
対
策
協
議
会
」
を
２
０
０
１

年
（
平
成
13
年
）
に
設
立
。
今
後
の
白
馬

村
の
観
光
振
興
の
方
向
性
に
つ
い
て
協
議

を
行
い
、
ビ
ジ
ョ
ン
「
21
世
紀
白
馬
村
観

光
の
飛
躍
に
向
け
て
」
を
策
定
。
コ
ン
セ

プ
ト
と
し
て
「
北
ア
ル
プ
ス
の
雄
大
な
自

然
と
都
市
的
ア
メ
ニ
テ
ィ
機
能
が
享
受
で

図２ 白馬村の目的別観光客数の推移

出典：白馬村
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あ
っ
て
、
白
馬
村
内
で
の
行
動
形
態
も
日

本
人
と
は
大
き
く
異
な
り
、
受
け
入
れ
る

側
の
サ
ー
ビ
ス
形
態
も
新
た
な
対
応
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。

白
馬
村
で
は
、
２
０
０
７
年
（
平
成
19

年
）３
月
に
外
国
人
観
光
旅
客
を
対
象
と

す
る
「
白
馬
村
地
域
観
光
振
興
計
画
」（
注

策
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
等
を
示
す
こ
と
、さ
ら

に
③
そ
れ
ら
を
確
実
に
実
行
し
、
必
要
な

改
善
を
施
し
な
が
ら
継
続
し
て
い
く
た
め

の
体
制
や
方
策
を
同
時
に
提
示
す
る
こ
と

と
し
、「
白
馬
村
観
光
地
経
営
計
画
」の
策

定
に
取
り
組
ん
だ
。

観
光
地
経
営
計
画
の
策
定

策
定
プ
ロ
セ
ス
と
合
意
形
成

「
白
馬
村
観
光
地
経
営
計
画
」
は

２
０
１
４
、２
０
１
５
年
度（
平
成
26
、
27

年
度
）
の
２
カ
年
に
わ
た
り
策
定
さ
れ
た
。

計
画
策
定
に
あ
た
っ
て
は
学
識
経
験
者
、

観
光
関
連
団
体
、
関
係
行
政
機
関
・
団
体
、

住
民
な
ど
で
構
成
さ
れ
る
「
白
馬
村
観
光

地
経
営
計
画
策
定
委
員
会
」（
計
21
人
、

委
員
長
：
下
村
彰
男
・
東
京
大
学
大
学
院

農
学
生
命
科
学
研
究
科
教
授
）と
、
観
光

関
連
事
業
者
、
住
民
な
ど
で
構
成
さ
れ
る

「
白
馬
村
観
光
地
経
営
計
画
ワ
ー
キ
ン
グ

グ
ル
ー
プ
」（
計
34
人
）の
２
つ
の
会
議
体

が
設
置
さ
れ
た
（
写
真
２
、３
）。
メ
ン
バ

ー
は
分
野
や
地
区
、
組
織
の
バ
ラ
ン
ス
に

も
配
慮
し
つ
つ
白
馬
村
が
選
定
し
て
い
る

が
、
計
画
策
定
後
に
は
計
画
に
基
づ
く
各

４
）
を
策
定
し
対
応
を
図
っ
て
き
た
が
、そ

の
後
も
外
国
人
観
光
客
は
増
加
し
続
け
、

そ
の
来
訪
実
態
を
十
分
に
把
握
し
き
れ
て

い
な
い
。
受
入
環
境
も
十
分
に
整
備
で
き

て
い
な
い
状
況
下
で
さ
ら
に
、
外
国
人
に

よ
る
投
資
や
施
設
買
収
、
外
国
人
に
よ
る

運
営
施
設
が
増
加
す
る
な
ど
、
新
た
な
問

題
が
生
じ
、
次
々
と
対
応
が
求
め
ら
れ
る

状
況
と
な
っ
た
。

以
上
の
よ
う
に
白
馬
村
で
は
、
主
と
し

て
国
内
の
観
光
客
に
回
復
の
兆
し
が
見
ら

れ
な
い
こ
と
、
ま
た
外
国
人
が
急
増
し
た

こ
と
に
よ
り
、
白
馬
村
の
観
光
は
前
例
の

な
い
非
常
に
速
い
ス
ピ
ー
ド
で
様
相
を
変

え
て
お
り
、
そ
の
将
来
は
必
ず
し
も
楽
観

で
き
な
い
状
況
に
あ
る
。
こ
う
し
た
変
化

の
渦
中
に
あ
っ
て
は
、
従
来
実
施
し
て
い

る
ハ
ー
ド
面
で
の
基
盤
づ
く
り
や
ソ
フ
ト

面
で
の
受
入
体
制
づ
く
り
に
と
ど
ま
ら
ず
、

そ
れ
ら
を
刻
々
と
移
り
変
わ
る
環
境
の
下

で
持
続
的
・
継
続
的
に
活
か
し
て
い
く
た

め
の
「
観
光
地
経
営
」
的
な
視
点
が
求
め

ら
れ
る
。

そ
こ
で
、
白
馬
村
で
は
①
経
営
に
資
す

る
資
源
を
捉
え
そ
の
状
況
を
把
握
す
る
こ

と
、
②
白
馬
村
が
観
光
地
と
し
て
目
指
す

べ
き
姿
や
進
む
べ
き
道
、
実
施
す
べ
き
施

図３ 白馬村の外国人客数の推移

写真２  策定委員会の様子

写真３  ワーキンググループの様子

出典：白馬村「平成26年中における外国人観光客宿泊者数」
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プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
質
的
な
担
い
手
と
な

る
こ
と
を
見
込
ん
だ
人
選
と
な
っ
て
い
る

こ
と
と
、
増
加
す
る
外
国
人
観
光
客
へ
の

対
応
を
強
化
す
る
観
点
か
ら
村
内
在
住

の
外
国
人
事
業
者
を
含
め
た
こ
と
が
特
徴

で
あ
る
。

両
会
議
体
と
も
に
構
成
メ
ン
バ
ー
数
は
、

通
常
よ
り
や
や
多
い
。「
速
や
か
な
意
思

決
定
」を
優
先
す
る
の
で
あ
れ
ば
メ
ン
バ
ー

数
を
も
っ
と
絞
り
込
む
こ
と
も
あ
り
う
る

が
、
今
回
の
白
馬
村
の
ケ
ー
ス
で
は
、
そ

れ
よ
り
も
「
丁
寧
な
合
意
形
成
」を
指
向

し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
村
内
各
地
区
に
観

光
協
会
が
設
置
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区

が
異
な
る
環
境
下
に
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え

る
必
要
が
あ
り
、
ま
た
現
状
で
は
観
光
へ

の
関
与
度
が
低
い
地
区
や
産
業
界
も
含
め

て
今
後
の
村
の
観
光
の
方
向
性
を
共
有
し

て
お
く
こ
と
を
視
野
に
入
れ
た
結
果
と
捉

え
る
こ
と
も
で
き
る
。
こ
の
こ
と
は
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
開
催
手
法
に
も
反
映

さ
れ
て
お
り
、
全
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
討
議

に
加
え
、
複
数
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
の

テ
ー
マ
別
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
グ
ル
ー
プ

ご
と
の
個
別
ヒ
ア
リ
ン
グ
な
ど
を
行
っ
た

他
、ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
意
見
聴
取
な
ど

も
行
っ
て
い
る
。
議
論
の
内
容
や
段
階
、

メ
ン
バ
ー
の
意
向
に
応
じ
て
手
法
を
変
更

し
て
い
る
。

期
間
中
、
前
者
は
計
６
回
、
後
者
は
計

７
回
の
会
議
を
開
催
し
、パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
も
挟
み
つ
つ
、
図
４
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
沿
っ
て
検
討
を
進
め
た
。
会
議
の
資
料
、

記
録
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
公
開
し
、

村
民
を
は
じ
め
と
し
て
白
馬
村
観
光
に
関

わ
る
全
て
の
人
々
が
情
報
を
入
手
で
き
る

環
境
を
整
え
る
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ

て
会
議
を
公
聴
で
き
る
も
の
と
し
て
、
会

議
メ
ン
バ
ー
の
み
な
ら
ず
、
多
く
の
人
に

関
心
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
意
識
し
て

進
め
ら
れ
た
。

計
画
の
構
成
と
内
容

白
馬
村
の
特
殊
性

表
１
は
地
域
経
済
分
析
シ
ス
テ
ム
（
Ｒ

Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｓ
）
を
活
用
し
て
宿
泊
業
の
事
業

所
数
順
位
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
白
馬

村
は
人
口
９
千
人
程
度
の
村
で
あ
り
な
が

ら
、市
町
村
別
の
順
位
を
見
る
と
大
阪
市
、

京
都
市
に
次
ぐ
全
国
第
３
位
と
な
っ
て
い

る
。
同
７
位
ま
で
見
渡
し
て
も
白
馬
村
を

除
け
ば
い
ず
れ
も
大
都
市（
４
位 

横
浜
市
、

５
位 

名
古
屋
市
、６
位 

福
岡
市
、７
位

出典：参考文献（4）、P9をもとに作成

図４ 白馬村観光地経営計画策定の流れ

検討委員会

ワーキング

事務局

第1回
10/27

第2回
1/21

複数グループに分かれての
テーマ別ディスカッション

-計画の役割と
位置づけ
-白馬村観光の概況と
問題意識
-各種調査の内容と進め方

-「白馬らしさ」の洗い出し
-白馬村観光の可能性と課題
-新たな白馬村観光の目標像

-現地調査
-ヒアリング調査（関係者、町役場各課ヒアリング）
-アンケート調査（住民、事業者、市場・観光客）
-文献調査

-計画策定の流れ、進め方
-白馬村観光地経営計画の構成
（素案）

-白馬村観光のキーワード
-取組みの柱
-重点プロジェクト

-計画の構成（素案）
-重点プロジェクトの検討
-推進体制／統計の検討

-ワーキングでの
検討経過の確認
-白馬村観光の課題
-平成26年度検討
内容の取りまとめ案

-計画（骨子案）
-今後の策定の流れ

-計画の構成（素案）
-重点プロジェクトの検討
-推進体制／統計の検討

-計画（最終案）
-実施体制等の
再確認

-新たな白馬村観光の方向性
（素案）の検討
-白馬村観光の基本コンセプトと
目標像、キャッチフレーズ（案）

全メンバーに
よる討議

＜平成26年度＞ ＜平成27年度＞

情報公開（会議資料、議事録）、会議への公聴

グループごとの
個別ヒアリング

全メンバーに
よる討議

アンケートによる
意見徴収等

第3回
2/17

第4回
4/22

第5回
7/1

第6回
7/28‐29

第7回
9/29

第2回
3/10

第3回
5/18

第4回
8/25

第5回
10/16

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト 

11/4 

〜

計
画
策
定

第6回
1/19

第1回
9/17
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順位 全国上位10位市区町村 事業所数（軒）

1 大阪市（大阪府） 663

2 京都市（京都府） 589

3 白馬村（長野県） 561

4 横浜市（神奈川県） 497

5 名古屋市（愛知県） 443

6 福岡市（福岡県） 424

7 札幌市（札幌市） 394

8 箱根町（神奈川県） 371

9 伊東市（静岡県） 370

10 台東区（東京都） 337

49 観光研究最前線（2）◉「観光地経営計画」策定の試み——長野県白馬村を例にして

札
幌
市
）
で
あ
り
、
白
馬
村
に
お
け
る
宿

泊
業
事
業
所
の
集
積
度
の
高
さ
は
特
異
で

あ
り
、
全
国
で
も
際
立
っ
て
い
る
こ
と
が

分
か
る
だ
ろ
う
。

実
態
と
し
て
は
家
族
経
営
あ
る
い
は
個

人
経
営
を
含
む
中
小
規
模
の
宿
泊
業
が
集

積
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、「
白
馬

村
の
観
光
に
対
す
る
視
点
」
も
そ
れ
ら
の

経
営
者
の
数
だ
け
多
様
性
を
は
ら
ん
で
い

る
と
言
え
る
。
そ
れ
故
、
観
光
産
業
と
非

観
光
産
業
、観
光
産
業
従
事
者
と
そ
の
他

の
住
民
と
い
う
対
比
の
み
な
ら
ず
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
区
内
の
観
光
事
業
者
の
コ
ン
ト

ラ
ス
ト
、
地
区
内
に
お
け
る
各
観
光
事
業

者
間
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
レ
ベ
ル
で
の
視
点
の
多
様
性
に
配
慮
す

る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

白
馬
村
と
し
て
の
観
光
地

「
経
営
」
計
画
と
「
全
体
最
適
」

こ
こ
で
留
意
す
べ
き
な
の
が
、
白
馬
村

と
し
て
の「
全
体
最
適
」の
あ
り
方
で
あ
る
。

一
般
的
に
市
町
村
レ
ベ
ル
で
の
観
光
に

関
す
る
計
画
策
定
を
行
う
場
合
、策
定
主

体
は
行
政
で
あ
り
、計
画
対
象
は
当
該
市

町
村
全
域
で
あ
る
こ
と
が
多
い
。
当
計
画

に
お
い
て
も
策
定
主
体
は
白
馬
村
で
、
白

馬
村
全
域
が
計
画
対
象
地
域
と
な
っ
て
い

る
。
し
か
し
一
つ
の
市
町
村
の
全
域
を
見

渡
し
た
時
、
そ
の
全
域
が
一
様
に
観
光
地

化
し
て
い
る
と
い
う
ケ
ー
ス
は
想
定
し
に

く
く
、
む
し
ろ
地
区
ご
と
の
観
光
地
化
の

度
合
い
の
濃
淡
に
よ
っ
て
観
光
地
が
成
立

し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
行
政
と
し
て
は
公
平
性

に
配
慮
し
つ
つ
も
、「
選
択
と
集

中
」
に
よ
る
効
果
的
・
効
率
的

な
観
光
政
策
の
立
案
と
実
施
が

求
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

そ
の
バ
ラ
ン
ス
感
覚
が
観
光
地

経
営
上
の
「
全
体
最
適
」
の
実

現
に
は
欠
か
せ
な
い
。

白
馬
村
に
当
て
は
め
る
と
、

主
と
し
て
観
光
客
が
訪
れ
る
の

は
西
山
と
言
わ
れ
る
白
馬
連
峰

の
山
麓
に
当
た
る
村
の
西
側
の
エ
リ
ア
で

あ
り
、
前
述
し
た
多
く
の
宿
泊
業
事
業

所
も
こ
の
エ
リ
ア
に
集
中
し
て
い
る
。
当

計
画
の
策
定
段
階
に
お
い
て
も
西
山
エ
リ

ア
に
関
す
る
具
体
的
な
意
見
が
多
く
出

さ
れ
た
一
方
で
、そ
の
他
の
エ
リ
ア
も
含
め
、

白
馬
村
全
体
と
し
て
今
後
の
観
光
地
経

営
を
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
て
い
く
か
と

い
う
視
点
が
外
部
有
識
者
を
中
心
に
投

げ
か
け
ら
れ
た
。
計
画
の
基
本
方
針
の
一

つ
と
し
て
そ
う
し
た
視
点
が
盛
り
込
ま
れ
、

「
白
馬
村
全
体
、
広
域
白
馬
エ
リ
ア
全
体

で
観
光
の
効
果
の
最
大
化
を
視
野
に
入
れ
、

産
業
間
・
地
区
間
・
取
り
組
み
主
体
間
の

連
携
を
進
め
る
」
こ
と
と
し
て
い
る
。

計
画
の
構
成

当
計
画
の
内
容
は
図
５（
50
ペ
ー
ジ
）に

示
す
通
り
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
観
光
計
画

と
し
て
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
構
成
を
採
っ
て

い
る
が
、
大
き
く
二
部
構
成
と
し
て
い
る

と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
る
。前
半
が「
構
想
編
」

（
計
画
課
題
の
整
理
～
理
念
と
目
標
像
～

基
本
方
針
～
計
画
推
進
・
管
理
の
体
制
～

目
標
数
値
～
財
源
～
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
）、後

半
が「
計
画
編
」（
戦
略
～
施
策
～
事
業
～

戦
略
的
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
で
あ
る
。

「
構
想
編
」は
計
画
を
管
理
す
る
側
の
視

点
に
立
っ
た
も
の
、「
計
画
編
」は
計
画
を

具
体
的
に
推
進
す
る
視
点
に
立
っ
た
内
容

で
あ
り
、
こ
の
構
成
は
後
述
す
る
計
画
の

推
進
体
制
と
も
リ
ン
ク
し
た
も
の
と
な
っ

て
い
る
。

ま
た
、
各
事
業
の
実
施
主
体
に
つ
い
て

は
「
計
画
編
」
に
記
載
し
た
個
別
の
事
業

ご
と
に
お
お
よ
そ
の
想
定
と
し
て
示
し
て

い
る
が
、
前
段
の
「
構
想
編
」
に
お
い
て

計
画
全
体
の
推
進
に
あ
た
っ
て
各
主
体
に

期
待
さ
れ
る
役
割
分
担
を
示
し
て
い
る
他
、

一
般
的
に
計
画
の
最
後
段
で
触
れ
ら
れ
る

こ
と
の
多
い
計
画
実
施
の
財
源
お
よ
び
推

進
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
も
同
じ
く
「
構

想
編
」
に
お
い
て
提
示
し
て
お
り
、
よ
り

計
画
管
理
の
視
点
を
強
く
意
識
し
た
も
の

と
な
っ
て
い
る
（
表
２
）（
51
ペ
ー
ジ
）。

計
画
の
内
容

当
計
画
の
具
体
的
な
提
案
は
10
の
戦
略

に
わ
た
る
55
の
事
業
に
よ
り
構
成
さ
れ
る

が
、
そ
れ
ら
の
内
容
は
以
下
の
４
つ
の
分

野
に
大
別
で
き
る
（
図
５
下
段
中
ほ
ど
）。

「
魅
力
づ
く
り
に
関
す
る
戦
略
」の
分
野

で
は
、
白
馬
村
が
有
す
る
観
光
の
資
産
価

値
の
最
大
化
、訪
れ
る
価
値
の
多
様
化
、そ

表１ 白馬村の宿泊業の事業所数
およびその順位

出典：地域経済分析システム（RESAS）を用いて、経済センサ
ス基礎調査（平成24年、総務省・経済産業省）より作成
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図５ 白馬村の観光地経営計画の体系

出典：参考資料（4）、P37、参考資料（5）、P2より作成

基本方針２
白馬連峰を核に、地域に根ざした自然・歴
史・分解の多面的な活用と、それらを支え
る人材の育成・活用を進めます。

基本方針３
「スキー目的＋グリーンシーズン周遊」型か

ら「オールシーズン×滞在」型への転換を
図ります。

基本方針４
客観的な数値データによる現況の把握と成
果の評価、検証に取り組みます。

基本方針１
白馬村全体、広域白馬エリア全体での観光
の効果の最大化を視野に入れ、産業間・地
区感・取組み主体感の連携を進めます。

＜白馬村観光の基本方針＞

● 観光の手段によって地域を活性化し、自分たちの生
活の場として次世代に自信を持って引き継ぐことの
できる白馬村を実現します。

● 観光の視点で地域の魅力をさらに磨き上げ、高い誇
りを持って世界中からの来訪者を迎えることのでき
る白馬村を実現します。

● 旅行者にとって『何度でも訪れたい／ここに留まりた
い白馬村』、生活者にとって『ずっと住み続けたい白
馬村』、村外に転出した次世代の若者も『いつか帰
りたい白馬村』を目指します。

● オリンピック開催経験を有する白馬村として村民が
それぞれの立場で「世界水準」を意識して来訪者を
受け入れます。

＜白馬村観光の理念＞ ＜白馬村観光の戦略と戦略的重点プロジェクト＞ ＜白馬村観光の目標像＞

恵
ま
れ
た
自
然
、山
と
雪
が
育
む
生
活
・
文
化
を
未
来
に
残
す

マ
ウ
ン
テ
ン
リ
ゾ
ー
ト
・Hakuba

戦略１．観光の資産価値の最大化

戦略２．白馬村を訪れ滞在する価値の多様化

戦略３．観光の魅力要素の次世代への継承

戦略４．宿泊施設とスキー場の再活性化

戦略５．地場産業と連携した地域経済の強化

戦略６．観光を支える担い手の育成・支援

戦略７．誰もが安心できる観光受入体制の構築

戦略８．地域全体での白馬ブランドの構築

戦略９．計画推進体制の構築と財源の確保

戦略10．計画推進の基盤となる統計の整備

魅
力
づ
く
り
に
関
す
る
戦
略

人
づ
く
り
・
受
入
体
制
づ
く
り
・

仕
組
み
づ
く
り
に
関
す
る
戦
略

産
業
・
経
済
の

強
化
に
関
す
る
戦
略

経
営
基
盤
構
築
に

関
す
る
戦
略

戦
略
的
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
１
　
白
馬
連
峰
へ
の
眺
望
の
魅
力
最
大
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

戦
略
的
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
２
　
白
馬
村
の
核
と
な
る
ス
キ
ー
場
と
宿
泊
拠
点
の
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

戦
略
的
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
３
　
国
際
リ
ゾ
ー
ト
に
ふ
さ
わ
し
い
受
入
環
境
整
備
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

戦
略
的
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
４
　
魅
力
の
多
様
化
に
向
け
た
コ
ン
テ
ン
ツ
創
出
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

＜地域経済と観光の競争力強化・安定化に関する課題＞

❶観光客数だけにとらわれない観光振興

❷大きな季節変動の平準化による観光産業の安定化・効率化

❸宿泊滞在化や消費機会の増加等による地域経済への貢献度向上

❹外国人スキーヤーの大幅増による滞在スタイルの変化への対応

❺�事業者の連携による効率化と独自性の強化による観光産業の�
再活性化

❻観光産業界での安定的な雇用創出と人材の定着・育成

＜観光地としての文化的・社会的な発展・向上に関する課題＞

❼多彩な地域資源のポテンシャルを引き出す

❽ゆとりを持って滞在する空間としての魅力強化

❾利用拠点・宿泊拠点間を結ぶ域内交通の利便性の向上

❿オリンピック開催経験を活かし世界水準の観光地を目指した変革

＜観光地としての持続可能性を高める基盤に関する課題＞

⓫白馬村全体や白馬エリアとしての全体最適化に向けたビジョンの共有

⓬多様な関係者による観光推進体制の構築

⓭地域の実態を把握するための統計の整備
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51 観光研究最前線（2）◉「観光地経営計画」策定の試み——長野県白馬村を例にして

れ
ら
の
魅
力
の
次
世
代
へ
の
継
承
の
３
点

を
掲
げ
て
い
る
。
既
存
の
観
光
資
源
の
価

値
を
維
持
あ
る
い
は
向
上
さ
せ
つ
つ
、白
馬

村
に
滞
在
す
る
新
た
な
魅
力
創
造
に
も
取

り
組
む
内
容
で
あ
る
。

一
方
「
産
業
・
経
済
の
強
化
に
関
す
る

戦
略
」
の
分
野
で
は
、
宿
泊
施
設
と
ス
キ

ー
場
を
中
心
に
既
存
観
光
拠
点
と
な
っ
て

い
る
各
地
区
が
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
き
競

争
力
の
強
化
を
図
る
こ
と
と
併
せ
て
、
そ

の
他
地
場
産
業
と
の
連
携
に
よ
る
村
全
体

へ
の
経
済
波
及
効
果
向
上
を
狙
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
支
え
る
「
人
づ

く
り
・
受
入
体
制
づ
く
り
・
仕
組
み
づ
く

り
に
関
す
る
戦
略
」で
は
、広
く
村
内
に
お

い
て
観
光
の
担
い
手
と
な
る
人
材
を
育
成

し
つ
つ
、
海
外
か
ら
の
来
訪
者
も
含
め
て

安
心
で
き
る
受
入
体
制
づ
く
り
と
、
地
域

全
体
で
の
ブ
ラ
ン
ド
構
築
が
主
眼
と
な
る
。

こ
れ
と
合
わ
せ
て
「
経
営
基
盤
構
築
に

関
す
る
戦
略
」
を
定
め
、
計
画
推
進
の
体

制
構
築
、
財
源
確
保
、
統
計
整
備
に
つ
い

て
触
れ
て
い
る
。

さ
ら
に「
平
成
37
年
度
ま
で
の
10
年
間

に
実
施
す
べ
き
最
も
重
要
な
プ
ロ
ジェク
ト
」

と
し
て
４
つ
の
戦
略
的
重
点
プ
ロ
ジェク
ト

を
定
め
て
い
る
。
こ
れ
は
55
事
業
の
う
ち
、

特
に
重
点
的
な
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
関
連
性

の
高
い
も
の
を
束
ね
た
も
の
で
あ
る
。
策

定
委
員
会
や
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
で
の

議
論
も
踏
ま
え
、白
馬
村
観
光
の
課
題
解

決
の
た
め
重
要
性
・
緊
急
性
が
特
に
高
い
、

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
白
馬

村
観
光
へ
与
え
る
効
果
・
影
響
が
大
き
い

等
の
条
件
に
照
ら
し
て
判
断
し
た
も
の
で

あ
る
。
具
体
的
に
は
「
白
馬
連
峰
へ
の
眺

望
の
魅
力
最
大
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」「
白
馬

村
の
核
と
な
る
ス
キ
ー
場
と
宿
泊
拠
点
の

再
生
プ
ロ
ジェク
ト
」「
国
際
リ
ゾ
ー
ト
に
ふ

さ
わ
し
い
受
入
環
境
整
備
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

「
魅
力
の
多
様
化
に
向
け
た
コ
ン
テ
ン
ツ
創

出
プ
ロ
ジェ
ク
ト
」の
４
プ
ロ
ジェ
ク
ト
と
な

っ
て
い
る
。

今
後
の
展
開

今
後
計
画
を
実
施
す
る
段
階
に
お
い
て

は
、「
白
馬
村
観
光
地
経
営
会
議
（
仮
称
）」

（
以
下
、「
経
営
会
議
」
と
略
記
）
と
「
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
チ
ー
ム（
仮
称
）」（
以
下
、

「
プ
ロ
ジェ
ク
ト
チ
ー
ム
」と
略
記
）を
立
ち

上
げ
る
こ
と
と
し
て
い
る
（
図
６
、７
）。

経
営
会
議
は「
白
馬
村
観
光
地
経
営
計

画
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
」
メ
ン
バ
ー
を
中

図６ 計画策定PDCAサイクル

出典：参考資料（4）より作成
※上記に加えて〈基礎調査編〉が計画の最後に付けられている。

出典：参考資料（5）、P8

計画
（Plan）

評価
（Check）

改善
（Act）

実施
（Do）

プロジェクト推進チーム
（仮称）

白馬村観光地経営会議
（仮称）

白馬村観光地経営会議
（仮称）

白馬村観光地経営計画
策定委員会・

ワーキンググループ

＜平成26・27年度＞計画策定

＜平成28年度以降＞計画管理・推進

事業の具体化

事業の評価

事業の実施事業の改善

表２ 白馬村観光地経営計画の目次構成

第１章�計画策定の背景と目的
　第１節� 計画策定の背景
　第２節� 計画策定の目的～「観光地経営」という視点～
　第３節� 計画の位置づけと計画期間
　第４節�計画策定体制と計画策定の手順

＜構想編＞
第２章�白馬村の観光地経営に向けた課題と可能性
　第１節� 白馬村の観光地経営に向けた計画課題
　第２節� 地域経済と観光の競争力強化・安定化に関する課題
　第３節� �観光地としての文化的・社会的な発展・向上に関する

課題
　第４節� �観光地としての持続可能性を高める基盤に関する�

課題
第３章�白馬村の観光地経営のコンセプト
　第１節� 理念と目標像
　第２節� 観光地経営戦略
　第３節� 計画推進と計画管理の体制と仕組み

＜計画編＞
第４章�観光地経営戦略
　第１節� 観光地経営戦略の体系
　第２節� 観光地経営戦略に基づく施策、事業
　第３節� 戦略的重点プロジェクト
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心
に
構
成
さ
れ
る
。
計
画
に
基
づ
く
経
営

指
標
の
設
定
に
関
す
る
検
討
、
財
源
の
創

出
に
関
す
る
検
討
、ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
関

す
る
検
討
な
ど
、
計
画
の
「
構
想
編
」
に

記
載
さ
れ
た
内
容
に
基
づ
き
計
画
全
体
の

進し
ん

捗ち
ょ
く

管
理
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
は
、前
述
し
た
４

つ
の
戦
略
的
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
連

す
る
分
野
に
お
い
て
ノ
ウ
ハ
ウ
や
実
績
を

有
す
る
者
を
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
各
事
業
単

位
で
立
ち
上
げ
る
も
の
で
、
経
営
会
議
で

の
検
討
を
踏
ま
え
つ
つ
、「
計
画
編
」に
記

載
さ
れ
た
各
事
業
を
具
体
化
し
、関
係
組

織
な
ど
と
連
携
し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推

進
を
図
る
こ
と
と
な
る
。

（
ほ
り
き　

み
つ
ぐ
／

ご
と
う　

け
ん
た
ろ
う
）

●　

当
計
画
に
つ
い
て
、Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル

に
即
し
て
必
要
な
改
善
を
実
施
し
な
が
ら

継
続
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、

そ
の
た
め
の
基
盤
と
な
る
上
記
２
つ
の
組

織
が
ど
の
よ
う
に
立
ち
上
が
る
か
が
計
画

期
間
当
初
の
最
も
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
な

る
。
白
馬
村
内
で
の
活
動
の
盛
り
上
が
り

に
期
待
し
て
今
後
の
動
向
を
注
視
し
た
い
。

（
注
１
）
参
考
資
料（
１
）に
よ
る
と
、１
９
３
７
年（
昭
和

12
年
）に
16
軒
が
警
察
の
許
可
を
受
け
、一
泊

80
円
の
料
金
で
泊
め
た
こ
と
か
ら
日
本
の
民
宿

発
祥
の
地
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

（
注
２
）
参
考
資
料（
２
）

（
注
３
）
会
議
で
は
、
現
在
把
握
し
て
い
る
外
国
人
客
数

と
実
際
に
来
訪
し
て
い
る
数
と
に
大
き
な
乖か

い

離り

が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
。観
光
地
経
営
計

画
の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、デ
ー
タ
の
取
得
、推

計
方
法
自
体
も
見
直
し
て
い
く
こ
と
と
な
っ
て

い
る
（
参
考
資
料
⑸
の
戦
略
10
参
照
）。

（
注
４
）「
外
国
人
観
光
旅
客
の
来
訪
地
域
の
整
備
等
の

促
進
に
よ
る
国
際
観
光
の
振
興
に
関
す
る
法
律

第
５
条
第
１
項
の
規
定
」に
基
づ
き
策
定
。
有

限
責
任
中
間
法
人
白
馬
村
観
光
局
が
２
０
０
７
、

２
０
０
８
年
度（
平
成
19
、
20 

年
度
）
に
国
土

交
通
省
の
観
光
ル
ネ
サ
ン
ス
補
助
事
業
に
補
助

申
請
し
て
事
業
を
実
施
。
事
業
終
了
後
の
評
価

に
よ
る
と
、
白
馬
村
は
事
業
実
施
／
成
果
／
自

立
性
・
継
続
性
、
総
合
評
価
の
い
ず
れ
に
お
い

て
も
Ａ
と
評
価
さ
れ
て
お
り
、
全
国
17
あ
る
補

助
事
業
対
象
地
域
の
う
ち
全
て
Ａ
評
価
で
あ
っ

た
の
は
３
地
域
し
か
な
か
っ
た
（
参
考
資
料
⑷
、

Ｐ
５
参
照
）。

［
参
考
資
料
］

＊（
１
）	白
馬
村
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

＊（
２
）	『
白
馬
の
歩
み 

村
誌
・
社
会
環
境
編
下
』平
成

15
年
３
月
、「
白
馬
の
歩
み
」編
纂
委
員
会
、白

馬
村

＊（
３
）	『
白
馬
村
地
域
観
光
振
興
計
画
』
平
成
19
年
３

月
、
白
馬
村

＊（
４
）	『
白
馬
村
観
光
地
経
営
計
画
』
平
成
28
年
３
月
、

白
馬
村

＊（
５
）	『
白
馬
村
観
光
地
経
営
計
画＜

概
要
版＞

』平
成

28
年
３
月
、
白
馬
村

図７ 計画管理・推進体制の考え方

出典：参考資料（5）、P8

【計画策定体制】 【計画管理・推進体制】

事業を具体化して推進プロジェクト推進チーム（仮称）

リーダー

白馬村観光地経営会議（仮称）策定委員会

ワーキンググループ

※ここでは戦略的重点プロジェクトで例示

【1】指標の設定に関する検討
【2】財源の創出に関する検討
【3】ブランディングに関する検討

【重点戦略1】白馬連峰への眺望の魅力最大化
プロジェクト推進チーム

【重点戦略2】中核となるスキー場と宿泊拠点の再生
プロジェクト推進チーム

【重点戦略3】国際リゾートにふさわしい受入環境整備
プロジェクト推進チーム

【重点戦略4】魅力の多様化に向けたコンテンツ創出
プロジェクト推進チーム

事業
フレームの
決定

①事業の ②成果の
評価

③計画の
改定
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